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私たちは､平成１９年１２月に自治会と協働で「塩
満行こう（ECO）運動推進会｣ を立ち上げま
した｡ 自治会の四季折々の活動の中に「地球温
暖化防止｣ や「エコ｣ の視点を意識的に取り入
れながら､ 無理をせず楽しみながら地域の「資
源｣ を活かし、町ぐるみで誰もが気軽に参加で
きる仕組みづくりを推進しています｡ その一つ
に、年間を通じ「食のエコ活動」として積極的
に推進している「地産地消｣ の取組みがありま
す｡
私たちの町では専業･兼業農家合わせて１３軒

の農家が、昔から朝獲りの新鮮野菜を自分の庭
先で直売していました｡ でもそれは「知る人ぞ
知る｣ の存在。そこで新鮮野菜を直売する農家
の位置を示した「地産地消マップ｣ をつくり町
内回覧をいたしましたところ、町内はもちろん
周辺の地域からも買い求めにくる人が増加し､
資源を活かした「地産地消｣ は本格的に定着し
ました。
また、塩満町内は沼津市の南に位置し､ 西に

駿河湾を擁しているため､ 夏は西陽が強く､ 各
家庭は日除け対策として昔から「よしず｣や「す
だれ｣ を利用してきました｡ ここに緑のカーテ
ンづくりを提案。 １年目は約１６８鉢､ ２ 年目は
４６４鉢の苗を販売､ 町内に緑のカーテンが一気
に広がりました。一番人気はゴーヤ。見た目が
きれいで実が食べられ､ 育て方が簡単なところ
が人気を集めています｡ １０月のお祭りには「緑
のカーテン写真コンテスト」の展示を行い､ 住
民の皆様に各家庭で育てた朝顔･夕顔･へちま･
ゴーヤの紹介を行っています｡
加えて、電気使用量削減コンテストは １月～

２月（真冬）と ７月～ ８月（真夏）にわけて
年 ２回実施しています｡ 町内のごみステーショ

⑵

ひとこと

塩満自治会のエコ歳時記

塩満自治会長　　川　添　孝　行

ン１２箇所に設置している「エコポスト」に検針
票を投函して頂き、それぞれ前年と比較して削
減率の高い上位 ５世帯､ 使用量の少ない上位 ５
世帯を表彰しています｡ 緑のカーテン効果は大
きいようで真夏の電気使用量削減は成果が表れ
てきています｡ この他にも子供たちを対象に､
１ 月にはエコ標語を書いた「かるた」を利用し
て「エコかるた大会」、 ７月には町内の山から
切り出した孟宗竹 ７本を使って､ 七夕飾りを行
っています。 ７月 ７日には夕暮れとともに親子
連れ約３００名が家の電気を消して集まり､ 食用
廃油で作ったキャンドルに明かりを灯し幻想的
な「エコ七夕」を楽しみます｡ さらには、夏祭
りには小学生が家庭で実践しているCO2削減の
取組みをポスターに表現したものを展示してい
ます。子供たちの目線で捉えた地球環境を守る
取り組みが、大人たちに気づきを与え､ それが
継続を生んでいると思います｡
何かを我慢したり､ 何かを犠牲にする「エコ｣

でなく個々の気づきから生まれる「エコ｣ に育
てたいと思います｡ 最後にいま､ 市長が低炭素
な社会を目指しています「エコのまち沼津」の
実現に向けて微力ながら頑張って行きたいと思
います｡

エコ七夕を楽しむ塩満の人たち
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2010年 1 月22日㈮、沼津地区環境保全協議会
の一行１１名は、当協議会機関誌「水と空」第
１３２号の取材を兼ね、沼津市岡宮に本社があり
ます米久株式会社を訪問させて頂きました。

【会社概要】
代表取締役社長　藤井　明
資　　本　　金　86億34百万円
創　　　　　業　昭和40年12月
従　　業　　員   867名　　　　　　
営　業　所　数　国内20ヵ所、海外 1ヵ所
工　　　　　場　国内10ヶ所、海外 1ヵ所
売上高（グループ）   1,726億13百万円
経　常　利　益　46億35百万円（平成21年 2 月期）

【事業内容】
①食肉類（牛、豚、鶏、その他食肉）
②加工品（ハム・ソーセージ・デリカテッセン）
③その他の食肉の製造及び販売業務
④地ビールの醸造・販売

【経営理念】
米久スピリット『感動を創る』

【社会貢献活動】
　「環境保護活動への積極的な参加」という環
　境行動基準に基づき、自然の恵みを保護する
　活動に積極的に参加されています。

①「しずおか未来の森サポーター」協定の締結
	� 「地球環境に配慮した事業活動」の一環とし
て、「しずおか未来の森サポーター」制度に
基づき、「富士山こどもの国」内に管理する
用地、約26ヘクタール（東京ドームの約5.6
倍）の森林保護に関する協定を締結。

�	� 森林整備活動（間伐、下刈り、植樹等）を
通じて、自然保護の大切さと、地球温暖化
防止の意識の向上を図る事を目的として活
動されています。

②富士山クリーンキャンペーン
	� 「富士山をいつまでも美しくする会」主催の
富士山一斉掃除にも積極的に参加されてい
ます。

事業所訪問シリーズ

米久株式会社を訪ねて

エヌ・イーケムキャット株式会社　沼津事業所　　宮　川　　治

「しずおか未来のサポーター」協定の締結

経営理念 私たちは食の歓びを創造し、
人々に豊かなくらしをお届けし
ます。

経営方針 卓越した技術・品質・サービス
に根ざしたベストワン企業への
挑戦

環境方針 米久グループは資源・エネル
ギーを有効に活用し、地球環
境に配慮した事業活動を行い、
健康で豊かな暮らしが維持で
きる社会の実現に貢献します。

　

経営行動
指    針

「ヘルシーコミュニケーション」
・顧客：価値ある商品・サービス 	
	 の提供
・株主：継続的な企業価値の向上
・従業員：仕事を通じた誇りと歓
	びの共有
・社会：環境への配慮と地域社会
	との共生

　

○178



平成22年2月26日 №132⑷

③ペットボトルキャップ回収活動
��	� 均一な材料のペットボトルキャップは、優良
な資源としてリサイクルが可能です。

　�米久グループでは、このペットボトルキャッ
プを分別回収し、ＮＰＯ法人 エコキャップ推
進協会を通じて、途上国の子供にワクチンを
贈っています。

�　�今まで回収したキャップは昨年の12月現在
で、ポリオワクチンにして269人分相当とな
り、削減したＣＯ2は換算して1696.6kgとなり
ます。

【共同研究活動】
人が食品と接した時に「感動」できる商品の

　品質構成を科学的に解明するため、金沢工業
　大学感動デザイン工学研究所と共同研究を進
　めています。

【循環型事業】
自社完結型リサイクル事業として自社工場や

　関連企業から排出される食料廃棄物をリサイ
クルして良質な肥料を生産。この肥料を使っ

　て育てた野菜の一部をデリカ製品に活用して
います。ロールキャベツ用のキャベツは、栽

　培された作物の代表例です。

①一次減容処理施設
�� 夢工場、富士工場、御殿場工場、森のビール
�工場で発生した食品加工残渣は、乾燥処理施
設により、減容され乾燥品として出荷BOX 
に詰められエコ・プロジェクトセンターに搬
送されます。

②エコ・プロジェクトセンター
　�生産工場にて一次減容処理された食品加工残
渣などの乾燥品と、ビール搾りかす、牛糞、
コーヒーかすなどの未利用有機資源をパイ
ル状にて混合攪拌し、90日間発酵させた、
「CompostPower（コンポストパワー）」の
生産を行っています。食品循環資源の有効活
用を図り、循環型社会の構築に取り組んでい
ます。

　�年間約1,000t の肥料が生産され、これらは、
スポーツ施設（サッカーコート）の芝生管理
や近隣契約農家に販売され、契約農家にて栽
培された作物を買い取り、自社製品等にて利
用し、地域社会に貢献しています。

搬送用コンテナ

金沢工業大学感動デザイン工学研究所 スタジオ風景

エコ･プロジェクトセンター：富士宮市

富士山クリーンキャンペーン
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【エコフィード】
食品リサイクルへの関心と理解を深めるとと

もに、積極的な食品循環資源の飼料化を推進す
る事を目的とし「エコフィード」に協力をして
いると伺いました。
具体的には、山崎製パン等から発生するパン

屑等を中心とした食品循環資源を利用して、㈲
フジ商事が飼料を製造し、国内資源を有効に活
用した安全・安心の飼料として養豚用飼料原料
として寺内ファームに供給して豚を飼育。飼育
された豚は、ＪＡ静岡経済連により食肉処理・
加工され、米久㈱によりハム・ソーセージ・カ
ツ等の食肉製品製造を行い、山崎製パンがパン
や弁当の具材として製品化する「リサイクル・
ループの取組」に協力しています。

【富士山基金】
部門を横断した社会貢献活動として、自社製

品「肉だんご」の売上の一部を、富士山を世界
遺産登録するために「富士山基金」に寄付され
ています。現在、富士山は2012年を目標に世界
遺産への登録を目指しています。
 

【社内教育活動】
外部講師として、専門家を招き、食品に関す

　る必要な知識などを社員に教育しています。

米久株式会社を訪問して、環境への取組の一
部として自社完結型リサイクル事業を導入し、
環境方針に示されている資源・エネルギーを有
効に活用し、地球環境に配慮した事業活動が行
われ、成果を出している事に感銘を受けました。
また、営業店が保有する各トラック（約150 

台）にドライブレコーダー（車両管理システム）
を導入し、環境に配慮したエコ運転を会社とし
てしっかり管理されている事に、環境保全への
意識の高さが伺いしれます。
社会貢献活動の身近な活動として「ペットボ

トルのキャップ回収」を実践されていますが、
効果よりも意識を優先しているとの事でした。
今まで回収した総数は、 １社当りの平均個数の
７倍に相当する量であり、社会貢献とCO2削減
が同時に出来るすばらしい活動である事を再認
識いたしました。従業員一人ひとりが社会貢献
活動や環境貢献活動の目的をしっかりと理解さ
れ取り組まれているのも、社内教育による啓蒙
活動が日々行われている成果ではないかと思い
ます。
今後も、価値ある商品・サービスを消費者（顧

客）に提供をお願い致します。また取締役桑田
専務様以下大勢の方にご案内していただき、あ
りがとうございました。
（写真・資料提供：米久株式会社）

エコ・プロジェクトセンター内での堆積発酵

富士山基金

循環型事業の流れ
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沖電気工業株式会社 沼津生産センタ　渡　辺　雄　三
フォトレポート　静岡県　畜産技術研究所を訪ねてフォトレポート　静岡県　畜産技術研究所を訪ねてフォトレポート　静岡県　畜産技術研究所を訪ねて

　2010年 1 月22日㈮、沼津地区環境保全協議会
の一行11名は、富士宮市猪之頭にある（市内か
ら朝霧高原に向かって手前）「静岡県 畜産技術
研究所」を訪問させて頂きました。

【畜産技術研究所 概要】
所 在 地　静岡県富士宮市猪之頭1945 
総 面 積　121.9ヘクタール 
建   　物　18棟
部   　門　大家畜部　繁殖技術
　　　　　　　　　　生産技術
　　　　　生乳安全プロジェクトスタッフ
　　　　　環境飼料部
飼育頭数　乳用牛　140頭
　　　　　肉用牛　 60頭

【乳用牛について】
ここで研究用に飼養されている乳用牛（ホルスタ
イン種）とその飼育に関するご説明を頂きました。

⑴　美人（牛）コンテストが有ります。
　　背中と足がまっすぐで、乳房が垂れていな　
　　い。（写− 4  説明の様子）
⑵　�生まれると直ぐ親牛から離し幼牛は人工の

飼料で育てます。
　　理由：固形飼料に慣らして丈夫で大きな胃
　　袋を作るため。
　　（写− 5 親牛から離され人工飼料で育てる）
⑶　飼料採食後に多くの牛が寝ころんで反芻し
　　ていれば、エサの量に満足しています。
⑷　乳を多く出す牛は、飼料を沢山食べますが
　　その分糞が多量になります。
　　糞尿処理過程で発生するアンモニア臭を、
　　コーヒーかす混合により低下させています。
⑸　�写− 6は、牧草やトウモロコシを乳酸発酵貯

蔵するタワーサイロです。非効率で維持コス
トがかかるので、ここでは角型地下サイロや
ラップサイロ（丸めた草をフィルムで包んだ
もの。写− 7）が主力になっていました。

冬晴れにも関わらず、標高があるためか寒い中
でしたが片山研究主幹様より大変興味深いお話
をうかがえました。

 写− 1  管理棟から富士山   

 写− 2  全体（模型）

 写− 3  乳用牛牛舎

 写− 4

 写− 5

 写− 7写− 6
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沼津市環境政策課だより

 沼津市では、ごみ減量と資源の有効利用のた
め、ごみを出す際は、燃やすごみ、プラスチッ
ク製容器包装、資源回収（１２品目）、埋め立て
ごみ（ ４品目）の ４区分１８品目の分別をお願い
しています。
 市民の皆様の分別へのご理解とご協力、環境

意識の向上により、平成２０年度のごみ量は、前
年度に比べて５．４％減量していますが、このう
ち燃やすごみについては３．２％の減量に留まっ
ています。こうした現況から、平成２１年 ９ 月か
らこれまでは“燃やすごみ”として処理してい
た、家庭から排出される「使用済み天ぷら油」
を回収し、資源として再利用するための「廃食
油回収調査事業」を開始しました。
 燃やすことなく再資源化することにより、ご

み減量だけでなく二酸化炭素の発生が抑制され
地球温暖化の防止にも繋がります。
 この事業は市民の協力により成り立つため、

連合自治会にモデル地区としてお願いし、市民
の皆様がより参加しやすい次の方法で回収効率
を調査することとしました。
①�資源回収の日回収方式（千本地区、浮島地
区、静浦地区）

　月 １回の資源回収の日にペットボトル等に使 
　用済み天ぷら油を入れて排出してもらう。
②地区センター回収方式（第一地区センター、
　金岡地区センター、大平地区センター）
　各地区センターに廃食油回収ボックスを設置
　しペットボトル等に使用済み天ぷら油を入れ
　て排出してもらう。

　この結果、９月から１２月の ４ヶ月で約１，１３０ℓ
の使用済み天ぷら油を回収しリサイクルするこ
とが出来ました。
 しかしながら、より多くの市民の皆様の協力

を得るには回収拠点を増やすことが必要である
ため、その設置場所を検討し、市内各所にあり
排出に便利な「ガソリンスタンド」に協力をお
願いしたところ、静岡県石油商業組合沼津支部
様の賛同と協力が得られ、１２月から市内１０ヶ所
のガソリンスタンドを回収拠点として設置する
ことが出来ました。
 また、本事業の報道を見た南駿農業協同組合

様からも回収拠点として協力の申出をいただ
き、平成２２年 ２ 月から ４施設が回収拠点として
ご協力いただけることになりました。

 いろいろな企業、団体の協力により広く市内
に拠点を展開することにより本事業は実施され
ますが、それぞれに問題点や改良点が存在する
ため、ひとつひとつ解決しながら市民の皆様が
参加しやすいごみ減量として、またリサイクル
の意識付けとして展開したいと考えています。

使用済み天ぷら油のリサイクル使用済み天ぷら油のリサイクル使用済み天ぷら油のリサイクル

地区センターでの回収の様子

ガソリンスタンド・農協での回収の様子
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研究開発､実験､計測制御部門を
　　　　　　強力にサポートします
計測機器、分析機器、試験機器、コンピュータシステム総合商社

環境関連、試験・分析・解析コンサルタント

http://www. tokairiki . co . jp/
＊お気軽にお電話ください。専門スタッフがお待ちしています＊

本　　　　社
沼津営業所
富士営業所
静岡営業所
島田営業所
浜松営業所
Ｓ　Ｅ　課

☎(054)246-5363㈹・FAX(054)248-9746
☎(055)923-8555㈹・FAX(055)923-4644
☎(0545)53-8531㈹・FAX(0545)52-2950
☎(054)246-5161㈹・FAX(054)245-9131
☎(0547)38-3481㈹・FAX(0547)38-3174
☎(053)421-4151㈹・FAX(053)421-9799
☎(054)248-4361㈹・FAX(054)248-9746

静岡市葵区大岩2丁目14番20号
沼 津 市 若 葉 町 1 0 番 1 8 号
富士市永田北町 6 番 1 6 号
静岡市葵区大岩2丁目14番20号
島 田 市 井 口 4 7 0
浜松市東区北島町111番地
静岡市葵区大岩2丁目14番20号

〒420-0886
〒410-0059
〒417-0058
〒420-0886
〒427-0104
〒435-0041
〒420-0886

～どんな猛暑でも屋根が熱くならない不思議な？塗料～
太陽熱反射塗料『ミラクール』

～窓ガラスは透明のままで侵入熱と紫外線カット～
窓際の暑さ解消コーティング剤『ＩＲガード』

静岡県駿東郡清水町卸団地73番地
ＴＥＬ〈055〉971－9610
ＦＡＸ〈055〉973－1534
URL  http://www.chikiri.com

◆空調効率アップで省エネ、ＣＯ２削減
◆ＩＳＯ14001環境改善策として最適
◆責任施工・材料販売
◆現調・診断・お見積　無料

株式会社　チ キリ
ISO14001認証取得

☆平成２１年１２月 ２ 日
　【理事会】⑴次年度会員総会・役員改選について
	 ⑵会員の退会について
	 ⑶今後の事業の進め方について
☆平成２２年 １ 月２２日
　【広報部会】取材　事業所訪問：①米久㈱　本社
　　　　　　　　　　　　　　　	②エコ・プロジェクトセンター
　　　　　　　　　　　　　　　	③静岡県畜産技術研究所
☆平成２２年 ２ 月１５日
　【広報部会】⑴「水と空｣ 第１３2号の原稿校正について
	 ⑵「水と空｣ 第１３3号の企画について

会 の 動 き


